
「Talk on Together 2009 ～第 2 部 トークショー～」 

▼進行：大住良之氏 

▼出席者：フォルカー・フィンケ監督 モラス雅輝コーチ 

 

大住氏：最近の浦和レッズは点が取れず、相手が点を取ってレッズが負けるという試合が続いて

いて、ヤキモキしています。加えて、新聞によると闘莉王選手とフィンケ監督の『場外乱闘』がはじ

まったということも書かれており、気になっています。本当のところはどうなのでしょう？ 

フィンケ監督：（日本語で）コンバンハ。実際にいくつかのスポーツ新聞で、私と闘莉王が衝突する

ことを願っているような書き方をされているのは知っていますが、事実はそうではありません。もち

ろん、闘莉王は優れた選手、大切な選手であることは間違いないと思います。そして同時に、彼は

意見を言うことのできる選手です。闘莉王は一人の選手でありながら、クラブで起きるさまざまなこ

とについて、さまざまな意見を持っています。私としてみれば、監督として選手と意見交換をするこ

とができるというのがとても大切なことだと思います。 

もちろん、このチームには闘莉王だけではなく、それ以外にもしっかりとした意見を持って建設的

な話し合いをすることができる選手が数人います。彼らは立派な人格者だと思います。現時点で

は、このような形でとても大きく闘莉王とのことが取り上げられましたが、衝突しているということは

一切ありません。もちろん、互いに意見を言い合って意見交換することはとても大切なことですし、

今後もこのようなことは積極的に行なわれるべきだと思います。さまざまな意見を持っていたとし

ても隠したりしないで、しっかりと正面を見て話をすることができる、質問をすることができるという

のは、とても大切だと思います。そして選手たちが様々なことに疑問を持って、「なぜなのか？」と

聞いてくる。これは、一人の選手として大切なことだと思いますし、逆にすべてのことに対して毎回

毎回うなずいている選手よりも、このような意見を持った選手の方が仕事をやりやすいのではない

でしょうか。 

ですから、皆さん心配しないでください。闘莉王と私はしっかりとした共同作業によって浦和レッズ

が成功するために毎日努力している、これが現実であります。 

大住氏：今年、レッズのサッカーは変わりました。見ていて楽しいのですが、反面、まだ途中なの

かなと思うときもあります。現在はどのような段階で、どのような手応えをもっているのでしょうか？ 

フィンケ監督：ここ数試合の結果は私にとっても、とても痛かったことは、皆さんにもご理解いただ

けると思います。そして、私がとても興味深かったのは、敗戦が続いたこの状況で、チームに所属

している選手たちがどのような反応を示すか、という事でした。実際、ここ数試合、結果は非常に

残念なものでしたが、以前に勝利を収めていたときと同じような形で得点チャンスを何度も作り出

していたと思います。しかし、ここ数試合、私たちは決定力不足という問題に悩まされることになり

ました。ここにいらっしゃる皆さんも前回の清水エスパルス戦を観戦なさったと思います。前半０－

０の状況で私たちが押し気味に試合を進めていて、エジミウソンに決定的なチャンスが訪れたこと

を覚えていらっしゃるのではないでしょうか。原口元気がサイドからとても質の高いパスを出して、

エジミウソンがゴールを決めることができなかった。これは、疲労度が高まったこと、疲れてしまっ



たことによって集中力が不足してしまったところもあるのではないでしょうか。６週間前のエジミウソ

ンならば、あのようなボールを受けたときに、まず胸でボールをコントロールしてから、相手の GK

に対して「右か左、どちらにゴールを決めてほしい？」と質問してから決めることができたと思いま

す（笑）。ただし、現在は非常に疲れていることによって、そのようなことをすることはできず、決定

的なチャンスをモノにすることができなかったのです。 

しかしながら、これは私の個人的な意見かもしれませんが、エジミウソンは昨年と比べて格段に素

晴らしいプレーをしています。さまざまな面で改善されていると思いますし、実際にこれまでチーム

のためにとても価値のある仕事をしてきました。しかしここ数試合は疲労が溜まったことで思った

ようなプレーができず、全体的にプレーの質が落ちてしまったというのは事実です。そしてこのよう

な状況ですから、本当ならば彼にある一定の回復期間を与えて、代わりに田中達也や梅崎 司ら

を起用したいと思っていましたが、残念ながら彼らは長期離脱してしまっていました。Ｊリーグで 16、

17 試合、その他にもナビスコカップのすべてに出ていたエジミウソンは、ある意味で疲労が溜まっ

てくるのは当たり前のことではないでしょうか。 

実際にプレーの精度が落ちている、それから部分的に集中力が欠けている部分があったというの

も事実です。しかし、これは体力的に少し疲れているからこそ、メンタル面で落ちているというのが

あったのかもしれません。それでも、敗戦が続いたというのは事実ですが、忘れてはならないのは

試合の内容は、そう悪くなかったということです。アウェイでの清水エスパルス戦での失点というの

は皆さんも覚えていらっしゃると思います。開始からだいたい 40 秒でオウンゴールを食らってしま

いました。ホームでのエスパルス戦でも、残念ながら坪井慶介にボールが当たったことで、軽くコ

ースが変わって入ってしまった。このような不運なことが続いてしまったことも一つの要因だと思い

ます。 

これらの敗戦が私にとって非常に痛いものであったことも事実ですし、この痛さというものは皆さん

と一緒に感じることができたのではないでしょうか。そして私にとって非常に残念であったのは、と

てもたくさんのケガ人が出たことです。それによってケガをしなかった選手が毎回、毎回、フルで出

場しなくてはいけなかったからです。しかしこのようにケガ人が出てくるというのは、昨年も実際に

あったのではないでしょうか。私が得ている情報を見ますと、実際に昨年からも何人かのケガ人が、

何度も出ていたという状況があったということです。これには文化の違いというものもあると思いま

す。この国にはヨーロッパとはまったく違うメンタリティというものがあるわけです。もちろん文化の

違いもあります。私が得た感触だと、日本という国は選手たちがケガをしながらも無理をして試合

に出て、「ケガをしながらもチームのために頑張った」というのが英雄のような扱いを受けるところ

があると思います。しかし、これは必ずしもいいことではないと思います。なぜかというと、ケガを押

して試合に出場することによって、軽いケガであったとしてもさらに悪化してしまうかもしれない。こ

のような状況を招いてしまうのはチームにとってもよくないことです。 

そしてこれはあくまでも一つの例ですが、今日の練習では阿部勇樹が途中でやめて、治療のため

に室内に戻ることになってしまいました。オールスターの試合が韓国であったこともあり、彼は非

常に厳しい日程の状況が続いていたわけですが、韓国から帰ってきた時点で筋肉に非常に強い



ハリが出ていて、それによって今日は途中で練習をやめなくてはいけませんでした。しかし、阿部

というのはこのようなメンタリティを持った選手で、自ら練習をやめたりケガを理由に練習を回避し

たりするようなことは、一切しない選手です。これは素晴らしい姿勢かもしれませんが、ケガを悪化

させてしまうかもしれないという心配を考えると、私たちの方から彼にストップをかけて、練習をもう

やらなくてもいいから室内に戻って筋肉の治療をするようにと伝えなくてはいけません。このような

ことが、今日あったわけですが、実際に過去に何度も何度もありました。 

昨年から続いていることかもしれませんが、私たちのスタメンを見渡すと、年上の選手が少し多い

ということに皆さんも気付かれているのではないでしょうか。そして年上の選手というのは通常なら

ば7年、8年、9年とプロのサッカー選手として活動をしている、そうなるとどうしてもさまざまな古傷

を抱えることになります。練習をすることによって、この古傷が出てきてしまう、それにより、離脱を

して回復をして、また練習に戻ってきて、もしかしたらまた再発をしてしまうかもしれない。このよう

なことが何度も起きる可能性があるわけです。スタメンの選手が22歳から 26歳であればそのよう

なことはあまりないのかもしれませんが、やはりある意味、キャリアを積んできた選手たちというの

はケガをしやすい体になっているというのも理解をしていかなくてはいけないと思います。 

そして、これは質問に対する最後の答えの文章になりますが（笑）、2006 年に優勝したメンバーが

チームに残っていて、実際にスタメンとして試合にも出ているわけです。優勝したのは2006年でそ

れから 3 年が経っています。ということは 3 年分、選手たちも年をとっているということです。そうす

ると、3 年間、練習の負荷もあり、さまざまな疲労やケガもあって、このような形で体の部分でも無

理をしてきたというのが年上の選手ではないでしょうか。ですから私は徐々に若手の選手を入れ

ていくことによって、チーム全体の活性化を図っている段階です。 

大住氏：今、すごく感じたのは、フィンケ監督が怖い人だなということです。僕はさっきの質問の後

で「ケガが多くて心配なんですが…」と聞こうと思っていたんです。でも目があった瞬間、自分から

ケガのことを話されたので…。僕は頭の中で、日本語で考えているのですが、どうして読めてしま

うのかと思いました（笑）。今年、練習がだいぶ厳しいらしいので、ケガはそのことも原因になって

いるのでしょうか。 

フィンケ監督：私はこのクラブで給料をもらっている身ですが、それと同時に、このクラブで仕事を

している限りはこのクラブの最大のファンでもありたいと思っています。ですから一人のファンとし

ても、このクラブの監督に質問をするでしょう。なぜこれだけのケガ人が出てしまっているのかと

（笑）。 

少し話が長くなってしまいますが、昨年のシーズンが終わった時点でこのチームについて詳細な

分析を行ないました。実際に数試合を生で、日本で見ることができたわけですが、それ以外の試

合も DVD で送ってもらい、昨年のすべての試合を映像で観戦しました。そして、昨年のスタメンの

選手を見ていてどうしても、目につくことがありました。それは選手たちの年齢です。27 歳から 33

歳の選手が非常に多い。このチームにはとても大きな、27 歳から 33 歳のグループがあるというこ

とを私は感じていました。そして彼らは経験豊富で優れた個性を持っていて、素晴らしい選手です

が、昨年の試合を見ていて、やはり22歳から26歳の選手があまりいないという印象を受けたので



す。そして当時、このクラブの責任者であった方々にはっきりと、「22 歳から 26 歳の選手があまり

にも少ないのではないか」ということを伝えました。この年代というのは 3 年、4 年、5 年とプロのサ

ッカー選手として活動をしている経験がある。それと同時に、それほど多くの古傷を持っていない、

そんなに何度も何度もケガをしていない。いわゆるサッカー選手として非常に調子のいい年齢で

あるわけです。それにもかかわらず、この 22歳から 26歳の選手がほぼ、いなかったというのは私

にとっては非常に大きな驚きでした。27歳から33歳の選手が非常に優れた選手であるというのは

よくあることです。 

なぜなら、さまざまな経験を積んできているからです。ですから今私はチームに所属している年上

の選手を責めたいわけでは一切、ありません。その点は皆さんにもご理解いただけると思います。

しかし、この年齢になると、10 年、11 年、12 年、13 年とプロとして活動をしてきたことで、体にはさ

まざまな負荷が与えられ、どうしても古傷があったりします。体自体もケガをしやすくなってしまう。

そうするとなかなか、定期的に、チームのために価値のある仕事ができないような状況になってし

まうこともあります。 

年上の選手たちはこのようなことはもちろん、聞きたくはないでしょう。しかしこれは厳しい事実だと

思います。十何年間もプロとしてサッカー選手の仕事をしてくると、いろんなところに古傷も出てく

る。いろんなところにケガ、大ケガをしたこともあるかもしれない。そうなるとどうしてもそれに体とい

うものが反応を示して、何度も何度もケガを繰り返すことになってしまう。もちろん、年上の選手た

ちは素晴らしい実績を残している選手であることは非常に多いです。 

そして優れた個性、能力を持っている、経験を持っている、しかし、彼らだけではいい結果を残す

ことができないという現実も、本当は、彼らは認めたくないかもしれないですけど、知っているはず

ですし、理解しているはずです。年上の選手が、どうしても若い選手も必要だということ、やはり若

い選手が来ることによって、お互いに助け合うことができる。年上の選手と年下の選手が助け合う

ことができて初めて、いいチームができるのではないでしょうか。ただし、年上の選手だからといっ

て、私がそのような選手を不公平に扱ったことは、一切事実ではありません。これはここではっき

りとお伝えしたいと思います。私はすべての選手に同じようなチャンスを与えてきましたし、大切な

のはその選手の実際のプレーのパフォーマンスやコンディションです。年上だからとスタメンを決

めるようなことはいっさいありません。 

練習などでも年上の選手が年下の選手を怒鳴りつけることがあります。特に年下の選手がミスを

犯したときです。そのときに「もっと集中しろ」という意味で怒鳴りつけるのならばそれはとても建設

的なことです。ただし、気を付けなくてはいけないのは、場合によって、年上の選手による単なるい

じめになるときがあるからです。そういうときは、私がしっかり把握しておかなければいけません。

もしそのような状況が起きたときには、自分から年上の選手に声をかけて「君たちは忘れてはなら

ない。年上の選手たちというのは、年下の選手の力も必要としているんだ」と説明します。なぜか

というと、年上の選手は視野も広いですし、戦術的にも素晴らしく、しっかりとした経験があるわけ

ですが、若いときほど運動量が優れていないという現状があるからです。だからこそ、君たちの分

まで走ってくれる年下の選手が必要なんだということを、力説します。それと同時に、私は年下の



選手に対してもはっきりと「君たちは年上の選手がいなければ存在することができないんだ」という

ことを伝えます。これはとても大切なことだと思いますが、年上の選手たちは年下の選手たちを必

要としている、そして年下の選手というのは年上の選手がいなければ存在できない。これが一つ

の事実だと思いますし、私の、一人の監督としての大切な仕事の一つは、年上の選手と年下の選

手の正しいミックスを見つけることではないでしょうか。 

もう一つ、先ほどの質問に対してお答えしたいと思います。私たちの練習が非常に厳しいものであ

るということについてです（笑）。私自身、浦和レッズのサポーターとして、浦和レッズの監督にぜ

ひ、このことは聞きたいと思っていました（笑）。 

私が昨年のチーム状況を映像など通して把握していたことは先ほどもお話ししました。今年の初

めに行なった体力測定が、私が見た印象を証明づけてしまいました。私は選手を守らなくてはい

けないために、そのときの体力測定によって得たさまざまな情報、データについて公の場で発表

することは一切、ありません。しかし、あのような体力測定の結果があったからこそ、私たちは非

常に早い段階から、準備期間の練習を始めたわけですし、通常のサッカーチームならば走ること

がないくらいの距離を、キャンプ中に走ることになりました。土台となる持久力を鍛えなければなら

なかったからです。一つ、私にとって非常に喜ばしいことだったのですが、先週行なった体力測定

の結果が、前回・1 月の体力測定に比べて、全体的に改善されていました。ですから、今後、練習

のメニューを組むときには少し、レベルの高いところからスタートできる、いわゆる土台が選手の

方にもできあがっているという感触を得ました。すべての数値が、若干、よくなっているからです。

今回の 2 回目の体力測定の結果というのは、ある意味、希望を与えてくれた結果だと思っていま

す。あのような結果が出たからこそ、大きなグループを一気に入れ代える必要がないと判断した

わけです。今、このチームに所属している選手たちをベースにして、さらにチーム力を改善してい

きたいと思います。 

大住氏：今シーズン、非常に印象的なのは10代の若い選手がたくさん出てきて、しかもベテランに

見劣りすることなくプレーをしていることだと思います。それと同時にベテランの選手、ずっと試合

に出ていて活躍をしている選手が若い選手に負けないような走りをしている。すごい驚きでした。

これはやはり練習の成果だと思いますが、偉大なチームはやはり、練習のグラウンドから生まれ

るのでしょうか。 

フィンケ監督：私の満足度についてですが、正直なところ、ここ 3試合の結果がなければ、とても満

足できるものになったと思います。しかし残念ながらあのような3試合の結果がありましたので、正

直、あまり満足できない私というのがいるわけです。しかし、このような敗戦が続いている状況で、

大切なのは進み始めた道を諦めないことです。今までこのチームは正しい方向に進み、いい形で

成長をしてきたと思います。ですから、今、数試合に負けたからといって、選手たちが不安になる

ようなことをやってはいけません。ここで選手たちが不安になって、この道が正しいのかと考え始

めてしまうと、残念ながらいい結果を生むことはできないと思います。特にこのような状況では、サ

ッカー界で 5 年前、10 年前に当たり前のように行なわれていたことを今頃になってやろうとするの

は間違った解決方法だと思います。OK ですか？（笑） 



大住氏：10 年前というのは？ 

フィンケ監督：今日のイベントは公の場で行われているものですので、非常に高い確率で、メディ

アの方がいらっしゃっていると思います。実際に、私は今まで、さまざまなメディアの方と仕事をし

てきたわけですが、残念ながらすべての方々が私と友達になったわけではありません（笑）。この

国に来てからもなぜか、正直、理由はよく分からないですが、私の友達ではないメディアの方が数

人、います。 

私は一度も、そのメディアの方を傷つけたことはないと思います。現実的に私は日本語が話せな

いので、彼らを傷つけることもできません（笑）。しかし、このような記者がいるという状況があるか

らこそ、ある意味、ここで何を言うかは気を付けないといけないと思います。なぜかというと、私の

発言について、部分的に取られて都合のいい風に書かれてしまうことがあるからです。 

しかし、私はこのクラブで今まで仕事をしていた前任者について批判をするつもりは一切、ありま

せん。私は今日の練習に備えて、昨日、ある試合の映像を見直しました。それは 2008 年 11 月 8

日、アウェイでのコンサドーレ札幌戦です。2-1 の結果で浦和レッズは勝利を収めることができた

わけですが、この試合を見て、そして私たちの今シーズンの試合を見比べると、私の考えでは、チ

ームは改善されていると思います。私が信じているサッカーというのがだんだんと実戦でできるよ

うになったと思います。しかしだからと言って、これは私の考えであって、前任者を否定や批判する

ものでは一切、ありません。このことは皆さんにもご理解いただけるのではないでしょうか。 

そして一つ、はっきりと言わなくてはいけないことだと思いますが、私はこのチームは正しい道を進

んでいると思います。チーム力は徐々に改善されてきていると思います。決定力不足という話は

先ほど、ありましたが、それも改善されてゴールを決めることができるようになって、結果もついて

くるのではないでしょうか。もちろん、このような新しい時代を作り上げる期間というのは、ある意味、

痛みを伴うものです。苦い経験もするかもしれません。ただ、これらの経験をしていくことで、チー

ム全体が改善されて、とても素晴らしい時代というのを作り上げることができるのではないでしょう

か。そしてこれもとても大切なことかもしれませんが、このチームに所属している選手たちの中でも

特にコアの選手たちはこの新しい道を支援しています。徐々に年上の選手が増えてきたということ

もありますので、年下の選手を徐々に入れていかないといけないということを、彼らも理解している

と思いますし、浦和レッズの成功のために仕事をしていると思います。浦和レッズの成功を妨害し

ているような選手がコアにいるとは思えません。逆に私たちがこのコアの選手たちとしっかりと仕

事をすることによって、いい方向に進んでいると思いますので、将来的には、とても素晴らしい浦

和レッズというチームを見ることができるのではないでしょうか。 

今、皆さんにお話ししたことを、実は、昨年の終わりに、当時、このクラブの責任者であった方々に

もはっきりと伝えました。彼らが実際に私に対して話してきたのは、「改革の年」だということです。

クラブ、チームを含めて、さまざまなことを改革していかなくてはいけない、だからこそぜひ、あなた

に来てほしいという話を聞きました。そのときに彼らが私に対してはっきり言ってきたのは、今年は

優勝をしなくてもあなたは敗北者というふうに見られることはまずないでしょう、なぜかというと私た

ちはそれを求めていないからです、新しいチームの土台を作ってほしいのです、そういうことを言



われました。そして私は監督としてこのクラブの契約書にサインをする前に、2 試合を生で見ること

ができて、それ以外の試合も映像で、すべてドイツで観戦しました。さまざまな分析をした結果をこ

のクラブの当時の責任者だった方々にはっきりと伝えたわけです。 

例えば年齢の件、全体的にチームの平均年齢が上がってしまっていること、多くの選手が彼らの

キャリアのハイライトを終えてしまっていること、徐々に体力的に落ちてきてしまっていること、この

ようなことをすべて伝えました。そのときに彼らが自分に対してはっきり言ってきたのは、それでも

構いませんということでした。新しいチームを作り上げなくてはいけない時代なのです、だからこそ

あなたに来てほしいのですということで、強い意志を感じることができました。それゆえ、私はこの

クラブの契約書にサインをしたわけです。これは厳しい事実かもしれませんが、その当時、責任者

だった方々が私のところに来て、これだけのお金をあげるから必ず優勝してくれと、言ってきたこと

は、一切ありません。時間を与えるから新しいチームの土台を作ってほしいと言われたのです。も

し、当時、クラブの責任者であった方々が、私に対して、お金をたくさんあげるからとにかく優勝だ

けを目指してほしいと言われていたら、私はこのクラブの監督になることはなかったでしょう。 

昨年の秋、私が、日本に 1 週間来たことは皆さんご存じだと思います。あのときにこの国のサッカ

ーについてさまざまな情報を得て、ドイツに帰国しました。もちろん、私もできる限り、早く優勝した

いです。何年間も待つのではなく、できる限り、早い段階でタイトルをもたらしたい。これは私の考

えです。しかし、そのようなチームを作り上げるためにはどうしても、時間が必要です。そこで、忍

耐があるかどうかが問われるのではないでしょうか。 

大住氏：ここにいらっしゃっているファン・サポーターの皆さんも、今年、レッズが変わり始めている

という、その方向性について、喜んでいるのではないでしょうか。ですから、先日のエスパルス戦

後、０－１で負けて、リーグ戦 3 連敗、公式戦 4 連敗だったわけですが、その後も、「PRIDE of 

URAWA」というコールをサポーターが中心になって、最後は、スタンドの全体一体となり、その気

持ちをチームに伝え続けたのではないでしょうか。 

多くの人が、フィンケ監督の進めている改革の方向というのを支持されていると思いますので、ぜ

ひ、早く『ゴール』までたどり着いてください。我慢しますけど…。我慢しますけど、早い方がいいで

すよね。 

フィンケ監督：もちろん、公の場で約束をすることについては非常に、気を付けなければいけない

んですが…（苦笑）。しかしさまざまな報道を見ていると、浦和レッズというのはドイツのバイエル

ン・ミュンヘンのように、毎年、優勝をする義務のある常勝軍団であるような印象を受けることがで

きます。いろんな方に質問をしたのは、「常勝軍団なのですか」「実際に浦和レッズはＪリーグがで

きてから何度、優勝したのですか」ということです。誰に聞いてもいつも答えは同じでした。ただ、

一回である、と。 

浦和レッズが優勝したのは 2006 年です。Ｊリーグができたのが 1993 年です。ということは最初に

優勝するまで 13 年間、かかったことになります。私がここで皆さんにお約束できるのは、2 度目の

優勝をするまでには 13 年間はかからないということです。 

大住氏：力強い言葉、ありがとうございました。僕の方でお寄せいただいた質問についていろいろ



聞かせていただきましたが、こういう機会ですから、監督からファン・サポーターの皆さんに直接お

っしゃりたいことがあれば最後にお願いします。 

フィンケ監督：皆さんに間違った印象が生まれないようにはっきりとここでご説明したいことがあり

ます。実は私たちはここ数ヵ月間、ヨーロッパの非常にレベルの高いチームでプレーしていたある

選手と交渉をしていました。私たちはこの選手を、ぜひ獲得したかったわけです。非常に優れた選

手で、しかも若い選手でした。現在、ロシアのモスクワでプレーをしている選手ですが、ヨーロッパ

のレベルの高い檜舞台でプレーをしてきた選手でした。そして私は彼らと交渉をしたわけですが、

残念ながらこの選手を獲得することはできませんでした。なぜかというと、彼がモスクワで稼いで

いる基本給というのが、Ｊリーグで稼ぐことのできる給料よりもずっと上回っていて、私たちが持っ

ている予算では彼を獲得することができなかったからです。 

非常に厳しい現実かもしれませんが、国際的なサッカー選手の市場というのを冷静に見つめ直さ

ないといけないと思います。一昔前のように、完成された選手、もしくは代表選手として非常に優

れたパフォーマンスを見せてきた選手をＪリーグに連れてくることは、残念ながら、ほぼ不可能に

近い状況になりました。リトバルスキーやウーベ・バイン、ギド・ブッフバルト、このような代表でプ

レーをした選手、それから元フランス代表の選手などもプレーをしていたと思いますが、このような

カテゴリーの選手たちをＪリーグに引っ張ってくることはできません。なぜかというと、彼らは大金を

求めてアラブの諸国に行ってしまうからです。一昔前のように、Ｊリーグに行けば大金を稼ぐことが

できる、引退する前にお金を稼ごうという考えで日本に来る選手は現時点ではもういないわけです。

すぐにチームにとってとても大きな戦力になる、完成された選手を引っ張ってくるのはもう不可能で

す。 

そしてＪリーグの関係者だけではなく、サポーターの方もこの現実は理解しなければいけないこと

だと思いますし、ある意味、非常に厳しいことかもしれませんが、国際的な市場でのサッカー選手

の値段というものがどんどん上がってしまっていて、通常のＪリーグのチームではこのような選手

を買うことができなくなってしまっています。プレミアリーグに代表されるような、ヨーロッパを代表

する 5 つのブランドネーションというものがあります。イタリア、イングランド、フランス、ドイツ、スペ

イン、この 5 つの国でプレーをしているような選手を買うことはまずできません。ここでも年俸があ

まりにも高くなりすぎていて、同時に移籍金も高くなりすぎてしまっています。日本のクラブがこの

ようなクラブでプレーをしている選手を獲得することはほぼ不可能です。 

しかしこのような状況であるからこそ、今、浦和レッズが進もうとしている、選手を育成するという道、

そしてこの方針が正しいものだと思います。それから忘れてはならないのは、今後、アジアのサッ

カー選手の市場をしっかりと見つめていかないといけないということです。アジアにも、さまざまな

優れた選手がいると思います。将来性にあふれる選手たち、そしてアジアの選手というのは比較

的安い金額で獲得することができるわけです。残念ながらヨーロッパの市場というのは全体的に

高くなりすぎてしまっているので、日本に選手を連れてくるのはよほどのことがない限り、できませ

ん。しかし、アジアの選手ならば十分に可能なのではないでしょうか。ですから私たちは今後、選

手を育成するということと、アジアの市場から優れた選手を獲得する、特に 22 歳から 25 歳の、あ



る程度、経験のある優れた選手、そしてまだまだ成長することができる選手を獲得する、これがと

ても大切なやり方だと思いますし、この国でのクラブというものはこのような方針にしていかないと、

長期的な意味での成功を得るのは非常に難しいのではないでしょうか。 

これは他のクラブにも言えることかもしれませんが、ヨーロッパでプレーをしている完成された、即

戦力としてプレーすることができるような優れた選手を獲得することはほぼ不可能です。そして 18

歳から22歳の若い選手をヨーロッパから連れてくるということもそう簡単ではありません。なぜかと

いうと彼らは自分のプレーを見てほしいという希望があります。ですから、世界のサッカーの中心

であるヨーロッパを離れたくないという希望を持っている選手がほぼ、全員になるわけです。しかし、

私たち浦和レッズはヨーロッパのクラブと提携関係を結んでいます。他のＪリーグのクラブもこのよ

うな提携関係を作り上げていくというのも一つの案かもしれません。ヨーロッパの提携クラブで、ト

ップチームでまだ試合に出場することができないような 18歳から 22歳の選手を1年間、もしくは 2

年間という期間限定で日本に移籍させることも考えられるかもしれないからです。このような提携

関係がないと、若手の選手をこの国に引っ張ってくるのは非常に難しいでしょう。このような若い選

手が日本に来れば、日本でプレーをしている若手にとっても、とてもいい刺激になるのではないで

しょうか。なぜかというと、ヨーロッパのクラブに所属している選手と毎日一緒に練習をすることに

よって、お互いにさまざまなことを吸収して学ぶことができるからです。私は正直なところ、Ｊリーグ

がさらにヨーロッパに向けて窓を開けて、ヨーロッパのサッカーともっとしっかりとした関係を築くこ

とができれば、非常に喜ばしいことだと思っています。 

大住氏：ありがとうございます。最後には、フィンケ教授の国際サッカー論を聞くことができました。

モラス雅輝コーチ、素晴らしい通訳でした。ありがとうございました。 

フィンケ監督と、何よりも浦和レッズというクラブに幸運がありますように。今シーズンの後半、また

楽しみに見たいと思います。どうもありがとうございました。 

フィンケ監督：（日本語で）スミマセン・・・。 

時間を延長してしまいまして、すみません。(第 2 部終了) 

 

※掲載内容は、実際の発言の主旨を変えない範囲で、変更している箇所があります。 


